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2020年 3月 12日 

 

2020年度 一橋大学経済学部 

グローバル・リーダーズ・プログラム 

「中国短期海外調査（海外調査 B）」の実施について 

＜募集要項＞ 

 

1．趣旨 

 2013 年度 4 月より本格始動した経済学部の「グローバル・リーダーズ・プログラム」

では、経済学の専門的知識とともに、グローバル経済の現場感覚を備え、自ら世界の

諸課題の発見と解決に努め、優れたコミュニケーション能力を持って多様な国々の

人々と対話できるリーダーの育成を目指しています。 

 本プログラムの一環として、2020 年度には中国（北京、上海、浙江省嘉興市を予定）

への短期海外調査を行います。この調査では、中国人民大学大学生との討論交流会、

日系企業等へのヒアリング調査、公的機関の現地事務所への訪問、開発援助プロジェ

クトの現場視察、華東師範大学等の学生との合同農村視察などを予定しています。こ

れら一連の調査活動等を通して、中国社会の変化、経済成長至上主義からの転換など

を展望し、中国の多様な社会について考察します。 

 

２．履修条件 

 本調査（海外調査 B、夏季授業休業期間、4 単位）は中川先生/朴先生の基礎ゼミナー

ル A（春・夏学期、火曜 4時限、2単位）および基礎ゼミナール B（秋・冬学期、同上）

と一体で運営をするため、両ゼミナールへの履修登録が必要です。尚、本選考を通過

した学生については、海外調査 B の履修登録は担当教員（事務局）が一括して行いま

す。 

 本調査への参加を希望する学生は、3 月 24 日（火）14：00～14:45 の説明会（場所：

第 2講義棟 307教室）に出席し、下記６．応募要領に従って、3月 30日（月）13時ま

でに参加申請書一式をメールで提出して下さい。 

 海外渡航が困難な一部学生については基礎ゼミナールのみの参加を認めますが、海外

調査のみの参加は認めません。また、自己都合による途中辞退は、やむを得ない事情

を除いては原則として認めません。 

 海外調査 B（グローバル教育ポートフォリオ枠科目）の成績報告および登録は翌学期以

降となるため、この成績を卒業判定に含めることは出来ません（9月卒業予定者は事前

に相談して下さい）。 

※尚、履修条件ではないですが、英語でのプレゼンテーションや英文報告書作成を本プ

ログラムと連動してサポートする佐賀先生の Introductory Seminar A/B もあります。 
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３．調査日程および旅程案 

2020年 9月～10 月頃 9泊 10日 予定 

＜旅程案＞ 

 日 程 活 動 備 考 

1 1日目 （空路）羽田→北京 

午後：日系企業訪問 

北京市 

午後バス手配 

昼・夕食不要 

2 2日目 午前：CAITEC訪問 

午後：JICA 事務所訪問 

   日系企業訪問 

夕刻：北京如水会との懇親会（予定） 

北京市 

終日バス手配 

夕食不要 

3 3日目 午前：中関村創業大街 

午後：中国人民大学との討論会 

夕刻：懇親会（本学対応） 

北京市 

終日バス手配 

夕食不要 

4 4日目 午前：NGOなど訪問 

午後：自由行動 

北京市 

午前バス手配 

夕食不要 

5 5日目 9 時頃：北京（高速鉄道）→上海 
午後：上海駅から浙江省嘉興市へ移動 

北京～上海 

上海～嘉興市（宿泊） 

終日バス手配 

6 6日目 午前：農村視察 
午後：視察～浙江省嘉興市から上海市へ移動 

郊外～上海 

終日バス手配 

夕食不要 

7 7日目 午前：日系企業など訪問 

午後：経済開発区視察 

上海市 

終日バス手配 

8 8日目 午前：上海社会科学院 

午後：板谷工作室 

   日系企業 

夕刻：上海如水会との懇親会（予定） 

上海市 

終日バス手配 

 

夕食不要 

9 9日目 終日：自由行動 

 

上海市 

バス手配なし 

昼・夕食不要 

10 10 日目 上海（空路）→成田  

＜注意＞今後の調整による日程の変更があり得ます。また、上記旅程案は、中国側及びそ

の他関係者との調整により変更の可能性があります。訪問先アレンジは本学にて対応し、

北京、上海では如水会支部の方々と懇親会をもつ予定です。 
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４．調査内容（暫定） 

 中国人民大学：討論・交流会 

 華東師範大学等：浙江省嘉興市への合同農村視察（一泊二日） 

 JICA事務所：対中協力の足跡および現状と見通し 

 CAITEC：中国の対外援助について 

 板谷工作室、日系企業：貿易、投資、生産、金融面での中国の現状と課題 

 各開発プロジェクト視察：中国高度経済成長の達成と課題 

 

５．費用負担 

 説明会でおおよその費用をお話します（費用の一部に大学からの補助が出る予定）。 

 調査団として大学経費で JCSOS緊急事故支援システム（団体保険）に加入します。 

 安全管理の観点から、各人で調査団共通の海外旅行保険への加入が必要です。同様に、

現地調査中は海外で使用可能な携帯電話を携行し常時連絡が可能な状態にしておく

ことが必要です。 

 

６．応募要領 

 応募書類 

以下の応募書類は経済学部グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）のウェブサイ

トよりダウンロードしてください。(http://www4.econ.hit-u.ac.jp/glp/) 

① 参加申請書 

② 自己アピール書 

③ 健康状態申告書（2020年度に大学が実施する健康診断の受診を参加条件とします） 

④ 承諾書（選考結果の通知後に提出） 

 選考スケジュール※ 

（１）3月 24日（火）14時からの説明会（＠第 2講義棟 307教室）で、調査内容、旅 

費の見込などについてお話します。 

（２）3月 30日（月）13時までに、応募書類①～③にパソコンで入力し、次のメール 

アドレスに送信して下さい。中国グループ：cn-research@econ.hit-u.ac.jp 

  （３）希望者多数の場合には 3 月 31 日（火）13 時からマーキュリータワー3302 室で

面接を行います。面接を行う場合は 3月 30日午後にメールで時間を通知します。 

  （４）4月 1日（水）午前中（予定）に選考結果をメールで通知します。 

  （５）4月 7日（火）4時限の春・夏学期初回ゼミナールで、今後の進め方などについ

て説明します。その際に、①参加申請書の原本（参加者署名欄に手書きでサイ

ンをして）と④承諾書（手書きで記入）を提出して下さい。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により上記内容に変更が生じる可能性があります。 

変更の際は GLPのウェブサイトにてお知らせします。           

 以 上 


